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我々は，認知症患者や高次脳機能障がい者に対して，日常生活を認知リハビリテーション対象とし，障がい者の自立

促進するための在宅におけるリハビリテーション方式に取り組んでいる．本研究では，日常生活における遂行機能に
着目する．従来，遂行機能評価手法としては BADS テストなどが代表的であるが，日常生活におけるリアルタイム評
価はできていない．日常行動における遂行機能をセンシング・理解することによりリアルタイムで評価する方式を提

案し，有効性の検証を行う． 
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We have researched on a ADL rehabilitation method at home for promoting self-reliance of cognitive disabled patients. This 
paper is focused on executive function in their activities of daily living.  BADS (Behavioural Assessment of the Dysexecutive 
Syndrome) can assess the skills and demands involved in everyday life. However, it can't evaluate their activities of daily living 
in real-time. We propose an assessment method for executive function of ADLs by sensing and understanding their activities in 
real-time. In addition, Effectiveness of the proposed method is verified through cognitive experiments. 

 

1. はじめに    

近年，高次脳機能障害者数は，全国で 50 万人を超

えると推察されている[1]．高次脳機能障害者とは，

脳の損傷によって，①注意機能障害，②遂行機能障

害，③記憶障害，④社会的行動障害，⑤失語症，の

認知機能の障害により日常行動が困難となった人の

ことである． 高次脳機能障害者のリハビリテーショ

ンには医師をはじめ複数の専門医の指導が必要であ

るが，現状では医師・専門施設などは不足している．

そこで，我々はそこで我々は高次脳機能障害者の自

立を促進するために，掃除や料理をはじめとした日

常行動（ADL：Activities of Daily Living）全体を認知

リハビリテーション対象とし，在宅で認知リハビリ

テーションを行うことのできる方式の確立に取り組

んでいる． 
本研究では，遂行機能に着目し，従来のテスト形

式の評価手法ではなく，日常行動をセンサやロボッ

トにより取得することでリアルタイムに遂行機能を

評価する新たな方式を提案した． 

2. 遂行機能評価方式 

2.1.従来の遂行機能評価 
 従来の遂行機能評価では，テスト形式である
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BADS テストを行う[2]．このテストは，Wilson ら

（1996）によって提案され，鹿島ら（2003）によっ

て日本語版 BADS テストが提案された[3]． 
日本語版 BADS テストは以下に示す 6 つの項目があ

る． 
（１） 規則変換カード検査 
（２） 行為計画検査 
（３） 鍵探し検査 
（４） 時間判断検査 
（５） 動物園地図検査 
（６） 修正 6 要素検査 
 以上の検査により遂行機能を評価する．しかし，

BADS テストはペーパーテスト形式であるため，リ

アルタイムな評価をすることができない． 
2.2. 提案した遂行機能評価 

本論文では，日常上行動でリアルタイムに評価を

する方式を提案する．具体的には BADS テストに示

されている 6 つのテスト項目に対して日常行動をあ

てはめることで遂行機能の評価を行う． 
（１） 食器の仕分け 
（２） レシピ作成 
（３） 机拭き 
（４） 日常行動での時間推測 
（５） 部屋の模様替え 
（６） 会話など生活要素からなる修正 6 要素 

（１）食器の仕分け 
食器の仕分けは，「規則変換カード検査」に対応す

る．この検査では，決められた規則があり，途中で

規則を変換した場合に，前の規則にとらわれないか

を評価する．そこで，食器の片づけをする際に，経

常での仕分け，色での仕分けなど決められた規則で
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片づけができているのかで評価する．規則の返還を

行う際にはコミュニケーションロボットにより介入

し，仕分けの認識はカメラを用いて行う． 
（２）レシピ作成 

レシピ作成は，「行為計画検査」に対応する．行為

計画検査では，あるゴール地点へ辿りつくために決

められたルールの中から必要な工程を計画してもら

い，実行することである．ある行動を行うためには

事前動作が必要なケースとなる．つまり，動作が前

の動作に依存している．本研究では，調理の完成図

を参加者に示し，調理が出来上がるまでの工程を計

画してもらう．図 1 にシステムの一部を示す． 
 

 
図 1 レシピ作成システム 

 
 図 1 では，食材である玉ねぎを選択し，どこにあ

るかを探す一例である．そして，図 2 にレシピ作成

システムで使用する音声対話の様子を示す． 
 

 
図 2 音声対話 

 
 
BADSテストと同等の 5つのチェック項目を設けて，

そのチェック項目が到達できたかで評価する． 
（３）机拭き 
 机拭きは「鍵さがし検査」に対応する．この検査

では，効率の良い方法で問題を解決することができ

るかという評価を行う．具体的には，机の拭き方が

最適かどうかで評価を行う．机の拭き方の軌跡は上

空からの環境カメラで手の位置を特定し，軌跡を取

得し評価する． 
（４）日常行動での時間推測 
日常行動での時間推測は，「時間判断検査」に対応

する．この検査では日常行動にある事柄の時間を正

しく推測できるかどうかで評価する．例えば，「お風

呂の沸く時間」「水が沸騰する時間」などを聴き，妥

当な値であったかで評価を行う．問題を提示する際

にはコミュニケーションロボットを用いる． 
（５）部屋の模様替え 
部屋の模様替えは，「動物園地図検査」に対応する．

この検査では，決められたルールでゴールに行くま

での道順を考える検査である．この検査は行為計画

検査とは違い，動作は前の動作とは関係がない．実

際にはたくさんの荷物が家に届いた場合にそれぞれ

の部屋に荷物を運ぶことで評価を行う．ただし，部

屋に入れる回数など制約を設ける．制約はコミュニ

ケーションロボットが提示し，日々変わることで，

指定された制約で遂行できるか評価を行う． 
（６）修正 6 要素 

修正 6 要素は「修正 6 要素検査」に対応する．こ

の検査では決められた時間内に少なくとも 1 度は 6
つの課題に手を付ける必要がある．そこで，日常行

動から 6 つの行動（①会話的要素：コミュニケーシ

ョンロボットとの会話 2 種，②計算的要素：栄養素，

カロリー計算，③ゲーム的要素：パズルゲーム 2 種）

を想定し，評価を行う． 

3. 実験 

今回，大学生健常者２0 名に対し，従来の BADS
テストと提案した日常行動テストを行う．テスト手

順は，従来の BADS テストを行った後，2 週間の期

間を開けて提案した手法を行う． 現在，それぞれの

評価結果から相関をとり，提案した方式の妥当性を

検証しているところである． 
 

4. 結果・考察 

BADS テストと提案した遂行機能評価方式が相関

が取れる結果を出すことができれば，提案した遂行

機能評価方式の有効性が示すことが期待される。 

5. おわりに 

今回，日常行動から遂行機能を評価する方式を提

案し，日常行動から遂行機能を評価することができ

た．今後，実際の高次脳機能障害者を対象とした評

価や遂行機能以外の機能評価について行っていく． 
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